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	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：細胞周期の制御に関与していると考えられる。D1型およびD3型G1サイクリンと相互作用する。ヒストンH1、タウ、MAP2、NF-H、NF-Mをリン酸化できる。また、キナーゼを活性化するp35とも相互作用する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CDC2/CDKXサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在：軸索成長円錐に存在し、末梢のラメリポディアまで伸展する。,サブユニット：触媒サブユニットと調節サブユニット（p35）のヘテロ二量体。CABLES1およびABL1と三分子複合体を形成する。CABLES1と相互作用する（類似性による）。AATKと相互作用する。,
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	マウス肺組織のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

